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 ② 支配株主等の企業グループに属することによる事業上の制約、リスク及びメリット 

当社が事業活動を行う上で、承認事項など支配株主等からの制約はありません。支配株主等の

企業グループは当社の大口かつ安定した取引先となっており、支配株主等の企業グループの扱う

商品の販売動向は、当社の業績に影響を及ぼす可能性がありますが、新規取引先の開拓、グル－

プ外企業との取引高の拡大等により影響度合いの軽減を図っております。 

 

 ③ 支配株主等からの一定の独立性の確保に関する考え方及びそのための施策 

当社が支配株主等の企業グループと事業活動を行う上での取引条件は、グループ外企業と同条

件で個別協議により決定しております。また、グループ外企業との取引高拡大と新規取引先の開

拓を積極的に推進しております。 

 

 ④ 支配株主等からの一定の独立性の確保の状況 

当社は支配株主等の企業グループ各社と協力関係を保ちながら事業展開する方針ですが、グル

ープ内において当社と同様に類似の事業を営む会社が存在しております。しかしながら、各社と

も事業領域及び輸送品目において当社と相違しているため、一定の独立性が確保されていると考

えております。 

 

(3) 支配株主等との取引に関する事項 

（平成 30 年 3 月期 平成 29 年 4月 1日～平成 30 年 3月 31 日） 
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(注)１ 上記取引金額には消費税等を含めず、期末残高には消費税等を含めております。 

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等 

製品及び原料の輸送等の料金については、各輸送品目又は輸送形態毎に以下のとおりに取り決めております。 

(a) セメント専用船による海上輸送料金については、輸送原価を勘案して当社見積料金を提示し、毎期料金交渉

の上、決定しております。 

(b) 一般貨物船による海上輸送料金及びセメント関連製品の陸上輸送料金については、各品目毎の輸送運賃を提

示し、毎期料金交渉の上、決定しております。 

(c) サービス・ステーション作業管理料金については、市場価格、管理原価を勘案して当社見積料金を提示し、

毎期料金交渉の上、決定しております。 

 

以上 

 


